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次の議案を別紙のとおり提出します。

東日本大震災における原子力発電所の事故による災害に対処するための避難住

民に係る事務処理の特例及び住所移転者に係る措置に関する法律に規定する指

定都道府県の議会の議員の選挙区に関する臨時特例法に基づく福島県議会の議

員の選挙区の特例に関する条例

提出理由

東日本大震災における原子力発電所の事故による災害に対処するための避難住民に係

る事務処理の特例及び住所移転者に係る措置に関する法律に規定する指定都道府県の議

会の議員の選挙区に関する臨時特例法（平成３０年法律第１８号）第３条第１項及び第

２項の規定を適用するため、この条例を制定しようとするものである。
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